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１．調査研究成果要約 

 本調査研究は、野々市市在住外国人を対象に情報の英語化へのニーズ調査、課題の発見、解決方法

の決定と解決策の作成から構成されている。更に今年度は、過去２年で作成した英語版パンフレット

に対しての使用状況調査も実施した。その結果、防災意識を高めることと既存の成果物の周知に取り

組み、「野々市市防災パンフレット」、「災害避難所表示アプリ」、既存の成果物の PR 活動のための卓上

POP を作成し、野々市市へ寄贈した。 

２．調査研究の目的 

 住みやすいまちの全国ランキングで常に上位を保つ野々市市は、外国人住民数も毎年確実に増えて

いる。市のホームページに他言語での表記も導入するなど、在住外国人にとっても住みやすいまちづ

くりを目指しているが、それらの情報は正しく伝わっているのだろうか。本調査の第一の目的は、

野々市市の在住外国人にインタビューをし、彼らの声を活かして、ニーズにあった情報を提供するこ

とである。更に、第二の目的として、平成 25 年度より市の情報発信の英語化に取り組んできた成果物

がどのように活かされているのかの追跡調査を実施することとした。 

３．調査研究の内容 

３．１ 調査研究方法 

 本調査には、デザイン思考という方法を用いた。デザイン思考では、問題とその原因を探るリサー

チから始める。インタビューによる聞き取り調査や住民生活の観察をし、住民の立場から問題点を探

り出す。次に、調査で得た情報を分析し、顕在化していない真の課題を抽出する。次に課題をもう一

度見直し、解決方法を導き出し、解決策を具体化するためのプロトタイプ作成を行う。このプロセス

を何度も繰り返し、最終の解決策に到達する。 

３．２ 調査対象者 

 今年度の調査の調査対象者は、野々市市の情報発信に関わる市の職員と、野々市市に在住している、

もしくは、通勤・通学している外国人である。市の職員への調査は、職務中に行うことから、聞きた

い事項をアンケート用紙にまとめて実施した。更に、JICA プログラムで来日している南米からの研究

生や野々市市が開講している日本語教室で勉強している日本語学習者など計 16 名の外国人に実施した。 

  

 

 

 

 

 

図１ インタビューの様子（左から日本語教室の受講生、 JICA 研究生、レストラン勤務の方） 
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３．３ スケジュール 

 表１に主な活動を示す。 

表１ スケジュール 
日付 調査活動場所 活動内容 

5/11  金沢工業大学 

- 初回ミーティング 

 - 調査研究の目的、ゴールについて確認 

 - デザイン思考について説明 

5/25  
野々市市役所 

保健センター、図書館 

- 野々市市役所、保健センター、図書館にて情報収集 

- 収集した情報をもとに共感マップ(Affinity Map)を作成 

6/8  金沢工業大学 
- 藤井ゼミ、松下ゼミ、ロバートゼミ合同ミーティング 

 - 調査研究の目的、ゴールについて確認 

6/15 金沢工業大学 - 野々市市職員の方へのアンケートのための質問作成 

6/20  野々市市役所 - 野々市市役所、保健センター、図書館へアンケート用紙を配布 

6/22 金沢工業大学 - JICA 研究生へインタビュー 

6/29〜 野々市市内 - 野々市市在住外国人にインタビュー 

7/6  金沢工業大学 - 野々市市へのアンケート結果をまとめる 

8/3  金沢工業大学 

- インタビュー情報をもとに共感マップ (Affinity Map)にまとめ

る 

- 課題の再定義 

8/5 ~ 夏季休暇 - 分担作業 

9/21  金沢工業大学 - 防災パンフレット日本語版作成開始 

10/5  野々市市役所 - 防災パンフレット日本語版第１稿を市役所へ提出 

10/12 金沢工業大学 - 第１稿のフィードバックを受け検討会議、修正開始 

10/19 野々市市役所 - 防災パンフレット日本語版第 2稿を市役所へ提出 

10/25 金沢工業大学 - 既存の成果物の広報活動についてアイデア出し 

11/2  金沢工業大学 - 第 2 稿のフィードバックを受け検討会議、修正開始 

- 防災パンフレット避難所マップ英語版作成開始 

11/9  金沢工業大学 - 防災パンフレット英語版の推敲 

11/16  金沢工業大学 - 卓上 POP プロトタイプのフィードバックを受け検討、改善 

- 防災パンフレット英語版修正 

11/30 野々市市役所 

金沢工業大学 

-卓上 POP プロトタイプのサイズと設置箇所確認 

- のっティ時刻表改定のための修正箇所洗い出し 

12/7 ~ 金沢工業大学 -卓上 POP プロトタイプ作成作業 

- のっティ時刻表改定作業 

1/24 金沢工業大学 -防災パンフレット、のっティ時刻表原稿印刷提出 

2/1  金沢工業大学 

金沢工業高等専門学校 

- 最終原稿印刷依頼 

- 卓上 POP プロトタイプ作成作業 

2/2  金沢工業高等専門学校 - 卓上 POP 作成作業 

2/7 野々市市役所 - 野々市市役所にてパンフレット（防災・のっティ時刻表改訂

版）と災害避難所表示アプリを贈呈 

３．４ 調査研究の内容 

 調査の主な流れは図 2 の通りで、「初期問題設定」→

「リサーチ」→「分析」→「統合／課題の再定義」→

「プロトタイピング」の順に実施した。以下にそれぞれ

のプロセスについて詳しく示す。 

３．４．１ 初期課題設定 

 今年度は初期の課題を以下の２点とした。 

（１） 野々市市が市民に提供している情報サービスと

野々市市在住外国人のニーズとの間にあるギャップを調

査する。 

（２）既存の成果物の使用状況を調査する。 

３．４．２ リサーチ 

 リサーチでは、上記の初期課題について調査した。

（１）の課題には、野々市市が提供している情報を把握

するため、野々市市役所をはじめ、市の図書館や保健センターなどの公共施設を訪ね、情報収集した。

図２ デザイン思考のプロセス (佐宗 2015) 
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市のホームページを参考に市民に必要とされる内容に絞って（１）Health services （健康に関するもの）

（２）Child care（子育てなどに関するもの）、（３）Life-long education （生涯教育に関するもの）、（４）

Library services （図書館に関するもの）、（５）Transportation （交通機関に関するもの）、（６）Safety 
（安全対策に対するもの）のカテゴリーに分類した。 

 次に、各施設に設置してあるパンフレットなどの配布物や掲示物を写真に撮って収集し整理した。

それらの情報をもとに、インタビューで質問する事項をカテゴリー分けした。その後、野々市市在住

もしくは通勤・通学している外国人 16 名にインタビューを実施した。インタビューでは、場を和ませ

るためにスモールトークから入り、普段の生活についての会話から、生活上でどんな困難点があり、

どのような情報を必要としているかを探った。また、同時に（２）の課題について、既存の英語版パ

ンフレットを持参し周知度を調査した。使用されているものに関しては使い勝手の良さなども合わせ

て調査した。 

３．４．３ 分析 

 情報収集とインタビューにより集まった情報は、付箋紙に一つ

一つ書き込んで整理し、共感マップ (Affinity Map) を作成した

（図３）。カテゴリー分けした情報をもとに、在住外国人が市か

ら提供されているサービスをどのくらい知っていて、使用してい

るかを分析し、ニーズを絞り込み、課題を抽出した。その結果、

過去のインタビュー結果より出てきたニーズと似ているものが多

いことがわかった。中には、既に作成済みの英語版パンフレット

を使えば解決できる課題もあった。英語版パンフレットを見せて

の質問に対しては「知らなかった」、「それはどこでもらえるのか

教えて欲しい」という回答や、一部のパンフレットを知っていて

も他を知らないという回答が多かった。 

 これらの結果を踏まえ、市役所へのアンケート調査の質問を見

直し、アンケートを実施することにした（図 4）。アンケートは前

述の情報取集の項目に当てはまる部署（健康推進課、地域振興課、

子育て支援課、環境安全課、生涯学習課、市役所で開講されてい

る日本語教室の担当部署）に配布し実施した。質問には、既存の

英語版パンフレットの使用状況についても尋ねた。その結果、各

部署では英語版パンフレットを設置してあり、部署内では存在を

知られているものの、それ以外の部署では周知度が低いことがわ

かった。また、一昨年作成のパンフレットの方が昨年作成のもの

より周知度が低いことも判明した。更に、「のっティ時刻表英語

版」に関しては全く使用されていないことが判明し、原因を探

ると 2016 年４月にのっティのルートと時刻表の改定があったことがわかった。 

３．４．４ 統合／課題の再定義 

 分析の結果を踏まえ、課題の統合と再定義を行った。 今回のインタビュー調査では、住民のニーズ

が過去に調査したものと同様のものが多かった。また、成果物の周知が、市役所内においても、また

在住外国人内においても徹底していないことが判明し、年々更新されていく情報にあわせて改訂版が

必要なこともわかった。そこで、成果物の PR 活動の方法を考え、市に提案することを課題とした。 

 更に、インタビュー活動中に気になった点をもう一度参加学生間で見直した。それは外国人から、

「日本はとても安全」というコメントが多く見られたことだ。確かに防犯面では安全であるかもしれ

ないが、災害に関しては必ずしも安全とは限らない。折しも今年度の研究調査を始める直前には熊本

で大きな地震があり、日頃の備えの大切さが見直されていた。防災意識を高めることは、在住外国人

からのインタビューから得られたニーズとしては高くないかもしれないが、取り組むべき課題である

と判断した。よって、市の防災パンフレットの英語版を早急に作成することを決定した。また、東日

本大震災後、多くの外国語に対応する防災アプリが開発されているが、避難所が英語で見やすく表示

されるものはないため、アプリの作成にも取り掛かることにした。 

３．４．５ プロトタイピング 

 課題の再定義を経て、「防災パンフレット英語版」、「災害避難所表示アプリ」、「英語版パンフレット

広報活動」、「のっティ時刻表改訂版作成」に取り掛かることにした。 

図 3 共感マップ (Affinity Map) 作成

図４ 市役所へのアンケート作成過程
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 「防災パンフレット」と「災害避難所表示アプリ」は、市役所の担当職員と話し合い、市が発行し

ている防災ハンドブックの中から必要な情報を抜粋し、持ち運びがしやすいパンフレットを作成する

ことに努めた。今までのように日本語版のパンフレットから英語版を作成するのではないため、プロ

トタイプ作成は、日本語版の作成から開始した。何度も市役所の防災課からのフィードバックを受け、

市発行のハザードマップと石川県と石川県国際交流協会発行の防災ガイドの情報も参考にした。 

 「英語版パンフレット広報」活動においては、方法のアイデア出しに時間をかけた。最終的に広報

用の卓上 POP を設置し、周知するアイデアに決定した。設置場所やサイズやデザインに関して何度も

市役所の担当部署よりフィードバックをもらい、プロトタイプを作成した。設置場所は、市役所内で

在住外国人のアクセスが一番多い市民課のカウンターと記載台とし、カウンターと記載台の空きスペ

ースに合うサイズで、目を引くようなデザインを考えた。 

 「のっティ時刻表改訂版」は最新情報に合わせて時刻表やルートの変更点だけではなく、施設や建

物の追加や変更も行った。 

４．調査研究の成果 

 今年度は、在住外国人へのインタビューや生活環境の観

察を通じて気が付いた点を徹底的に洗い出し、ニーズの高

さだけではなく、防災の重要さに注目し、防災への意識を

高めるため、非常時にすぐに持ち出せる「防災パンフレッ

ト」とスマートフォンで使用できる「災害避難所表示アプ

リ」を作成した。また、今まで取り組んだ英語版パンフレ

ットの改訂版が必要なことや周知度が低いことが判明した

ため、「のっティ時刻表改訂版」と広報のための卓上 POP

も作成した。「野々市市防災パンフレット」と「のっティ

時刻表改訂版」はそれぞれ 200 部ずつ印刷し「災害避難所

表示アプリ」と「広報用卓上 POP」と共に、平成 29 年 2 月

7 日（火）に野々市市役所で行われた受贈式にて粟貴章野々市市長に寄贈した（図 5）。これら英語版

冊子は、野々市市役所の窓口となる市民課、防災課、日本語教室を開講している市民協働課に設置さ

れ、要望のある住民に配布されている。また、英語版パンフレットの広報用卓上 POP も市役所内に設

置され、英語版パンフレットの周知度アップを担う（図 6, 7） 

５. 来年度の調査研究計画  

 今後も成果物を作成するだけではなく、今までの活動の成果をより密接に住民と結びつける試みも

実施する予定である。そのために、今後も関係部署との協力体制を整えていきたい。 

６. 地域活動に対する地域からの評価 

 野々市市では、平成 27 年 4 月に防災ハンドブックを発行し、市民に対して日ごろの備えなど、防災

に対する意識の高揚を図ってきたが、外国人住民向けの対策は進んでいなかった。今回作成していた

だいたパンフレットを用いて外国人の方への防災意識の向上を図るとともに、今後も外国人向けの情

報発信を継続していきたい。（野々市市環境安全課）。 
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 図６ 防災パンフレットと災害避難所表示アプリ  

  Earthquake 

Earthquake Response & 
Emergency Procedures 

 

1. Avoid danger and stay safe. 
2. Extinguish fire outbreaks. 
 Don’t attempt to put out fires    

that are out of control. 

3. Locate and secure an exit. 
4. When evacuating, walk and 

remain calm. Be sure to: 
 Wear a helmet or hat. 
 Carry a backpack with 

essentials. 
 Secure possible fire hazards.  
 Switch off the breakers. 
 Take only what you need. 

5. Avoid narrow alleyways, 
cliffs, and rivers.  

6. Beware of potential 
landslides.   

7. Work together to provide first 
aid to others.  

8. Stay informed and beware of 
possible aftershocks.  

 

For more information, please consult 
the news or internet. 
 

http://www.jnto.go.jp/safety-tips/pc/ 
Portal for information in disaster 
situations. (Ministry of Land, 
Infrastructure, Transport and Tourism) 

Preparing for  
an Earthquake 

 
 

• Tightly secure freestanding 
furniture with brackets and 
bolts to stable walls or pillars. 

• Prepare a plan of where to 
meet family members and 
friends. 
• Keep in touch with your 

neighbors and establish 
contacts with people whom  
you can ask for help. 

• Locate your nearest 
evacuation area. 
• Identify the location of the     

nearest park and school. 
• Assist those who may need 

additional help, such as 
children or elderly people. 

• Register your personal 
information with your 
embassy. 
• Once registered, you can 

receive announcements from 
the embassy and use their 
online safety confirmation 
system. 

 

Emergency  

Nonoichi 

Response  
Procedures 

In case of an  

   図７ 広報用卓上 POP  

図５ 贈呈式にて粟貴章野々市市長と  
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